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ICカードシステムの動向
Trends of IC Card System
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は，リーダライタとのインタフェースの違いにより，

外部端子付きICカード，外部端子なしICカード (コン

タクトレスICカード)，さらに両方のインタフェースを

持つ兼用ICカードに分類される。コンタクトレスIC

カードは，リーダライタとの通信距離により密着型，

近接型，近傍型に分類される。外部端子付きICカード

は，国内外で最も普及しており，電子マネー等の機能

を持った決済カードとしての実績が高い。コンタクト

レスICカードは，外部端子付きICカードでは困難だっ

た交通分野における定期券や乗車券等への適用が可能

であり，今後，交通分野を中心に普及していくものと

考えられる。兼用ICカードは，外部端子付きICカード

とコンタクトレスICカードのメリットを併せ持ち，た

とえば，乗車券の購入は外部端子インタフェースで行

ない，改札の入出はコンタクトレスインタフェースで

行なうという運用が可能である。

3．ICカード技術

3.1 ICチップ

ICチップのプロセッサの主流は８ビットであるが，

アプリケーションの高速化のため16ビット，32ビット

プロセッサが開発されている。メモリは，電気的に書

き 換 え 可 能 な EEPROM (Electrically Erasable

Programmable ROM)が使用されており，500バイト前

後の低容量のものから32Kバイトの大容量のものまで，
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1．ま　え　が　き

ICカードは，セキュリティ，多目的，携帯性という

特徴を持つデータキャリアである。ICカードの移行･導

入により，磁気カードでは実現できなかったセキュリ

ティの強化，新たなサービスの提供，サービスの多様

化が可能となる。現在，テレホンカード，有料道路自

動料金収受システム (ETC；Electronic Toll Collection

system)，定期券・乗車券等，さまざまな分野でICカー

ドへの移行･導入が進んでいる。また，磁気カードとい

うインフラを確立しているキャッシュカードおよびク

レジットカードも，ICカード化に向けた準備が進めら

れている。ICカード後進国の日本において，ICカード

がいよいよ普及フェーズに入り，そして新たなインフ

ラになりつつある。本稿では，ICカードの種別と特徴，

ICカードの技術に触れた後，ICカードシステムの動向

について述べる。

2．ICカードの種別と特徴

表１に，ICカードの種別と特徴を示す１)。ICカード
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利用形態により選択することができる。な

お，書込速度，書き換え保証回数および消

費電力の点から，FRAM＊１) (Ferro-electric

RAM)が注目されている。

3.2 セキュリティ

DES (Data Encryption Standard)等の共

通鍵暗号方式，RSA＊２)等の公開鍵暗号方式

を使用し，有線・無線伝送路上のデータの

暗号化，通信対象との相互認証，デジタル

署名等を実現する。共通鍵暗号方式はソフ

トウェアでの実装が多いが，公開鍵暗号方

式の場合，処理に時間がかかるため，専用

のコプロセッサを搭載し，処理速度の高速

化を図っている。また，公開鍵暗号方式で使用する秘

密鍵および公開鍵をICカード内部で生成し，格納する

ことが可能なものもある。これにより秘密鍵を不正に

取得するとが不可能となり，より安全なシステムを構

築することができる。

3.3 汎用ICカードOS (Operating System)２,３,４)

汎用ICカードOSは，ICカードへのアプリケーション

の追加／変更／削除およびその実行可否を管理するセ

キュリティ管理の機能を提供する (図１)。アプリケー

ションの追加／変更／削除機能により，サービス提供

者および利用者は，ICカードを多目的に利用できる。

たとえば，サービス提供者は，カード流通後に現在提

供しているサービスを拡張したり，異なるサービス提

供者が新たなサービスを追加することができる。また，

利用者がそれらのサービスを取捨選択できる。セキュ

リティ管理機能は，不正者によるアプリケーションの

追加／変更／削除の防止，追加／変更するアプリケー

ションの正当性確認といった管理を行ない，安全なサー

ビス運用を提供する。汎用ICカードOSとして代表的な

のは，以下のものである。

－MULTOS＊３) (Multiple Application Operating System)

－Java OS＊４)

－Windows for Smart Card ＊５)

4．ICカードシステムの動向

ICカードの普及を牽引する金融・決済系，交通系，

通信系，娯楽系の４つの分野について述べる。

4.1 金融・決済系

(１) クレジットカード
＊１) FRAMはラムトロン社の米国における登録商標。 ＊２) RSAの名称は発明者であるRivest, ShamirおよびAdlemanの頭文字による。 ＊３) MULTOSはMondex
International Ltd.の登録商標。 ＊４) Javaは米国Sun Microsystems,Inc.の米国およびその他の国における商標または登録商標。 ＊５) Windowsは米国Microsoft Corporationの
米国およびその他の国における商標または登録商標。
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Fig. 1 Functions of a general-purpose IC card OS

�種別� 外部端子付き�
ICカード�

外部端子なしICカード（コンタクトレスICカード）� 兼用ICカード�

密着型�
近接型�

近傍型� ハイブリッド型� デュアル型�
Type-A Type-B

インタ�
フェース�

規格� ISO/IEC 7816 ISO/IEC 10536 ISO/IEC 14443 ISO/IEC 15693 外部端子付きとコンタクトレスで、
それぞれ別のICチップを使用
し、両方の機能を実現している�
規格は、外部端子付きとコンタ
クトレスに従う�

会員カードから電子
マネーまで幅広く使用
されている�

通信距離が2mm程度と
短いため、リーダ･ライタ
に挿入する、または置くと
いう操作が必要である�

CPUを搭載できない
ため、ワイヤードロジッ
クにてデータのリード･
ライト機能、セキュリテ
ィ機能を実現している�

CPUを搭載すること
ができるため、外部端
子付きICカード（CPU
有り）と同等の機能を
実現することができる�

主としてリードオンリ
ーのため、物流管理
等の用途に使用さ
れる�

外部端子付きICカードのア
プリケーションとコンタクトレ
スICカードのアプリケーショ
ンの独立性が高い�

外部端子付きICカードのア
プリケーションとコンタクトレ
スICカードのアプリケーショ
ンのデータ共有ができる�
�

1つのICチップで、外部端子付
きとコンタクトレスの両方の機能
を実現している�
規格は、外部端子付きとコンタ
クトレスに従う�

通信距離� ―� 2mm程度� 数cm ～70cm程度�

通信速度� 9.6Kbps～� 9.6Kbps～� 106Kbps～� ～26Kbps

特徴�

・� ・�

・�・�

ICモジュール�
（接触インタフェース）�

ICチップ�
ICチップ�

コンタクトレスインタフェース� コンタクトレスインタフェイス�

コンタクトレスインタフェース� コンタクトレスインタフェース�

ICモジュール�
（接触インタフェース）�

ICモジュール�
（接触インタフェース）�

ICチップ�

表１　ICカード種別と特徴
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マネーは，申し込みが必要，使用可能な店舗および

チャージする端末が少ない等の理由から，利用率は低

い。しかし，今後はオンラインショッピングの普及に

より，バーチャル (インターネット上)での決済として

ICカード型電子マネーの利用率が高まるであろう。上

述のデビットカードシステムはオンライン決済であり，

ある程度のトランザクションコストが生ずる。トラン

ザクションコストの削減のために，デビットカードと

決済価格帯が近く，オフライン決済という利点を持つ

ICカード型電子マネーが，リアル (実際の店舗)へ普及

するであろう。

4.2 交通系

(１) 定期券・乗車券

香港，韓国では，鉄道，バスなどの乗車券としてコ

ンタクトレスICカードを使用した料金自動徴収システ

ムが本格運用されている。現在，国内でも，鉄道自動

改札へのコンタクトレスICカードの本格導入に向け，

準備が進められている６)。磁気式の場合，自動改札機

に複雑な搬送機構が必要であり，機器の導入およびメ

ンテナンスのコストが高くなる。コンタクトレスICカー

ドの場合，自動改札機にかざす，または触れるという

操作によってデータへのアクセスができるため，コス

トが削減できる。また，コンタクトレスICカードに電

子マネー機能，ポイントサービス機能等のアプリケー

ションを搭載することにより，駅構内，駅ビル等での

キャッシュレス化および新たなサービスの提供が可能

となる。

(２) ETCカード

高度道路交通システムの一分野であるETCにICカー

ドが導入される。ETCとは，車に搭載された車載器と

料金所に設置された道路側アンテナとの間で無線通信

により料金情報をやり取りし，料金所をノンストップ

で通過することができるシステムである7)。ETCカード

には外部端子付きICカードが使用され，これに料金支

払者の契約情報が記録されている。当初はクレジット

支払による口座引き落しで運用されるが，現在のハイ

ウェイカードのような前払いへの対応が検討されてい

る。電子マネー機能，ポイントサービス機能等のアプ

リケーションを搭載し，パーキングエリア，駐車場，

ガソリンスタンド等でのキャッシュレス化および新た

なサービスの提供が可能となる。

4.3 通信系

(１) テレホンカード
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クレジットカードの不正使用や偽造による被害総額

は，97年188億円，98年216億円，99年272億円と急増

している５)。このうち，偽造カードによる被害額は，

97年12億円，98年28億円，99年91億円と３年間で７倍

以上に増加している５)。このことからも偽造防止の対

応策の１つとしてICカードへの移行が急がれている。

ICカード化により，クレジット決済だけでなく，電子

マネー機能，購入履歴管理機能等のアプリケーション

を搭載し，決済の多様化および新たなサービスの提供

が可能となる。

(２) キャッシュカード

日本版デビットカードシステム (J-Debit)がサービス

を開始した。デビットカードは，キャッシュカードを

使用した即時決済方式であり，利用者の口座残高の範

囲でショッピングができる。利用者は既存のキャッシュ

カードをそのまま利用できるため，今後デビットカー

ドの利用が増加すると考えられる。

一方，利用者および利用場所の増加により，クレジッ

トカードと同様にその不正使用が懸念される。今まで

キャッシュカードは，銀行という安全な環境に設置さ

れたATMで使用されていたが，今後はデパートやスー

パーの端末で使用される。つまり，悪意のある者によ

る端末偽造，カード偽造等の出現が予想される。これ

への対応策の１つとして，ICカード化が必須になる。

クレジットカードと同様，ICカードに電子マネー機能，

振込カード機能等のアプリケーションが搭載され，決

済の多様化および新たなサービスの提供が可能となる。

現在，民間金融機関が中心となり，ICカード規格を共

通化するための協議会が設立され，ICカード化に向け

た作業が進められている。

(３) 電子マネー

現在，ICカードを使用した電子マネーの実証実験が

各地で行なわれている。このICカード型電子マネーは，

オンラインショッピングにおける必要不可欠な決済手

段になる。たとえば，ネットワークインフラの整備に

より，家庭で音楽，ゲーム，動画等のデジタルコンテ

ンツをダウンロードできるようになった場合，有料コ

ンテンツのダウンロードサービスは急増する。恐らく，

その料金は数百円から2000円程度の小額であり，まさ

に電子マネーがターゲットとする料金帯である。家庭

にリーダライタがあれば，利用者は家庭でICカードに

電子マネーをチャージし，ダウンロードサイトでの支

払いに使用することができる。現在，ICカード型電子
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ICテレホンカードの導入が開始された。ICテレホン

カードには，コンタクトレスICカードを採用している。

ICカード化により変造は困難となる。また，ICカード

の利点を生かし，通話中に電話番号等をICテレホンカー

ドに登録したり，登録した電話番号等を別のICテレホ

ンカードにコピーすることができる８)。携帯電話の普

及が進む中，コンタクトレスICカードおよび公衆電話

というインフラを利用した新しいサービスをいかに提

供していくかが，今後の課題である。

(２) SIM (Subscriber Identity Module)

欧州で使われるデジタル携帯電話の標準規格である

GSM (Global System for Mobile Communications)で

は，すでに外部端子付きICカードのSIMを携帯電話に

搭載した各種サービスが提供されている。SIMは，本

人情報，課金情報，相手先の電話番号，各種サービス

情報等を記録している。利用者が携帯電話を新しい機

種に変更する場合，古い機種で使用していたSIMを新

しい機種にセットすることで，簡単に機種の変更がで

きる。また，オンラインショッピングにおいて，SIM

に電子マネー機能，クレジット機能等のアプリケーショ

ンを搭載することにより，携帯電話で決済ができる。

今後，国内で使用される携帯電話への搭載も検討され

ており，携帯電話を使用したモバイル決済としての利

用が期待される。

4.4 娯楽系

(１) 電子チケット

コンサート，映画，スポーツ等のチケットをオンラ

インショッピングで購入し，チケット情報を電子チケッ

トとしてICカードに記録し，会場での入場管理，会場

案内等のサービスに使用するという電子チケットシス

テムがある。電子マネー同様，家庭にリーダライタが

あれば，利用者は家庭で電子チケットの購入が可能で

ある。また，電子チケットは顧客間での転売・譲渡が

容易なため，現在成長中のネットオークションにおい

て，ICカードを使用した電子チケット転売サービスの

提供が可能となる。

5．あ　と　が　き

ICカードの技術およびICカードシステムの動向を述

べた。ICカードは，セキュリティ，多目的，携帯性と

いう特徴を持ったデータキャリアである。さまざまな

分野で，ICカードへの移行・導入が進んでいる。一方，

ICカード化による事業性が見えないということでIC

カードへの移行･導入に踏み切れない業種もある。

また，現在のICカードシステムは，ICカードの持つ

セキュリティ，携帯性という特徴を利用したものであ

り，多目的という特徴を十分に活かしていない。IC

カードには，サービス提供者の異なる複数のアプリケー

ションを共存できる。そして，ICカードシステムは，

サービス提供者ごとのアプリケーションを融合し，マ

ルチアプリケーションという新たなサービスを利用者

に提供することができる。つまり，ICカードの多目的

という特徴により，ICカードシステムは，サービス提

供者間の提携を生み，新たなマーケットが創出され，

ICカードへの移行・導入に対する明確な意義が生まれ

てくると考える。当社は，電子マネーやデビットカー

ドなどの決済システム，決済端末，発券端末，ETC向

け車載器等の開発を通して蓄積した経験と実績をもと

に，マルチアプリケーションに対応したトータルなソ

リューションを提供していく。
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